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水質検査計画とは  

 

 水道水は皆様の健康や暮らしを支える重要な役割を担っています。おおい町

水道事業（以下「おおい町」という。）では、安全で快適な水道水の供給を行う

ために、水源から各家庭の蛇口に至るまで定期的に水質検査を行い、水道水の

水質管理に万全を期しています。  

 この水質検査をどのように行うかを、皆様に広く知っていただくために、検

査する場所・項目・頻度などについて記したものが水質検査計画です。  

 安心して水道水を利用していただけるよう、次のとおり水質検査計画を作成

しましたので公表します。  

 

 

 

 

 

 

 

水質検査計画  

 

１．  基本方針  

２．  水道事業の概要  

３．  水道の原水及び浄水の水質状況  

４．  水質検査の項目、検査地点、検査頻度  

５．  臨時の水質検査  

６．  水質検査の方法  

７．  水質検査計画及び検査結果の公表  

８．  その他  
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１．  基本方針  

 皆様に安全で快適な水道水を供給するための水質検査を行うことを基本方針

とし、以下の方法により水質検査を行います。  

 １）  検査場所  

町内給水栓、浄水場の入口・出口及び水源とします。  

 ２）  検査項目  

水道法で検査が義務付けられている水質基準項目、毎日検査項目、水質管理

上検査することが望ましいと判断した水質管理目標  

設定項目、その他の項目とします。  

 ３）  検査頻度  

水道法及び過去の検査結果に基づき定めます。  

 

 

２．  水道事業の概要  

 １）  給水状況  

令和８年度のおおい町の給水状況は次のとおりです。  

 

 

令和８年４月１日現在  

 

 

区    分  内    容  

給水区域内人口  ７，５７５人  

給水人口  ７，５４０人  

給水戸数  ３，２７２戸  

普及率   ９９．６％  
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 ２）  水源の名称及び種別  

 

 配 水 系 統 名  称 種  別 住     所 

大島地区配水系統 

大島第１水源 

表流水 おおい町大島 
大島第２水源 

大島第５水源 

大島第６水源 

本郷地区配水系統 

岡田第１水源 

地下水 

（深井戸） 

おおい町岡田 
岡田第２水源 

大津呂第１水源 

おおい町本郷 
大津呂第２水源 

大津呂第３水源 

大津呂川水源 表流水 

福谷地区配水系統 

福谷第１水源 

地下水 

（深井戸） 

おおい町石山 

福谷第２水源 

福谷第５水源 おおい町福谷 

福谷第６水源 おおい町小車田 

福谷第４水源 おおい町安川 

川上地区配水系統 川上水源 
地下水 

（深井戸） 
おおい町川上 

犬見地区配水系統 犬見水源 表流水 おおい町犬見 

東中部地区配水系統 

東部第３水源 

地下水 

（浅井戸） 

おおい町名田庄小倉 

東部第４水源 

おおい町名田庄下 
中部第１水源 

中部第２水源 

中部第３水源 

西部地区配水系統 
西部第１水源 地下水 

（深井戸） 
おおい町名田庄納田終 

西部第２水源 

大滝地区配水系統 大滝水源 
地下水 

（深井戸） 
おおい町名田庄奥坂本 

木谷地区配水系統 木谷水源 
地下水 

（深井戸） 
おおい町名田庄木谷 

槇谷地区配水系統 槙谷水源 表流水 おおい町名田庄槇谷 
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 ３）  施設の名称及び能力  

 

名  称 浄 水 方 法 施 設 能 力（㎥/日） 

大山浄水場 膜ろ過・塩素滅菌   ９５０．００   

岡田浄水場 急速ろ過・塩素滅菌   １，６４０．００   

大津呂浄水場 急速ろ過・塩素滅菌 １，３８５．００   

福谷送水ポンプ場 塩素滅菌     ８２８．８２   

川上配水場 塩素滅菌      ９２．３８   

犬見浄水場 膜ろ過・塩素滅菌      ５５．３０   

東中部送水ポンプ場 塩素滅菌   １，１７０．００   

西部送水ポンプ場 塩素滅菌   ２１２．６０   

大滝配水池 塩素滅菌     ７．６０   

木谷ポンプ場 塩素滅菌     ３．９０   

槇谷浄水場 
紫外線照射・緩速ろ過 

・塩素滅菌 
    ６．６０   

 

 

３．水道の原水及び浄水の水質状況  

１）原水について  

使用することができるすべての原水において、年１回の水質検査を実施し

ます。また、表流水を取水している水源においては、クリプトスポリジウム

等の病原性微生物よる汚染の危険性を考慮するため、指標菌の検査を適宜実

施します。  

 

２）浄水について  

すべての配水系統において、毎日検査（色、濁り及び消毒の残留効果）及

び水質変化の指標となる９項目について毎月実施します。  
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４．水質検査の項目、検査頻度、検査地点  

１）検査項目及び頻度（詳細は別表）  

検査項目は水質基準項目、水質管理目標設定項目及び毎日検査とします。 

検査頻度は水道法及び過去の検査結果に基づき、項目ごとに頻度を設定し検

査を行います。  

（１）水質基準項目  

当項目は省略可能項目を除き検査を行います。  

さらに省略不可項目で、検査回数を減らすことの出来ない項目については、

法令で定められた頻度（１回 /月または、１回 /３カ月）で検査を行います。 

その他の項目については、過去 3 年間における検査結果が基準値の 10 分

の 1 以下の項目は１回 /３年、同じく５分の１以下の項目は１回 /年、また、

過去における検査結果が基準値の２分の１以下の項目は、１回 /３年で検査

を行います。  

なお、ＰＦＯＳ及びＰＦＯＡについては、過去の検査実績や水源の周辺状

況を考慮し令和８年度は１回 /年検査を行います。  

（２）水質管理目標設定項目  

当項目は水質基準とするに至らないが、水道水中での検出の可能性がある

等、水質管理上留意すべきとされる項目について２回 /年の頻度で検査を行

います。  

（３）原水項目  

当項目は塩素消毒によって、水中の有機物と塩素が反応して生成するもの

等以外について、水質が最も悪化していると考えられる時期に１回 /年の頻

度で検査を行います。  

（４）糞便による汚染の指標菌検査  

当検査は原水の糞便による汚染の指標菌検査を行うもので、水源及び浄水

方法の違いにより、１回 /年から１回 /３ヶ月の頻度で検査を行います。  

（５）クリプトスポリジウム等検査  

当検査は水道の原水から糞便による汚染の指標菌が検出されたことがあ

る施設について、１回 /年の頻度で検査を行います。  

 

２）検査地点（別紙位置図参照）  

浄水については各配水系の給水栓とし、原水については、表流水は浄水施

設の入り口、地下水は各水源井戸の出口とします。  
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５．臨時の水質検査  

臨時の水質検査については、次の理由により水質基準に適合しない恐れが

あるときに実施します。  

１）各水質検査結果が大きく変動したとき  

２）水源の水質が著しく悪化したとき  

３）水源に異常があったとき  

４）水源付近及び給水区域、その周辺で感染症等が流行しているとき  

５）浄水過程に異常があったとき  

６）その他、必要と認められるとき  

 

６．水質検査の方法  

毎日検査項目は、「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が

定める方法」により自己検査を行います。その他の検査については、外部委

託するものとし、精度と信頼性を考慮して選定します。  

 

７．水質検査計画及び検査結果の公表  

１）水質検査計画  

水質検査計画は、おおい町役場１階上下水道課または里山文化交流センタ

ー内住民サービス室にて閲覧できるほか、おおい町のホームページに掲載し

ます。  

２）水質検査結果  

水質検査結果は、定期におおい町のホームページに掲載するほか、詳細デ

ータは一覧表を作成し、おおい町役場１階上下水道課にて閲覧できます。  

 

８．その他  

１）水質検査結果の評価  

水質検査結果の評価については、水質基準適合判定はもちろんのこと、長

期的にはより質の高い水道水の供給を目指して評価していきます。  

（１）  水質基準適合判定  

水質基準は、水道により供給される水が満たすべき水質上の要件であり、

いかなる項目についても、その結果が水質基準を超えないよう水質管理に万

全を期しますが、水質基準を超える恐れがある場合には直ちに原因究明を行

い、水質基準を満たす水質を確保するために必要な対策を講じていきます。 

また、検査結果が水質基準を超える恐れはないものの、通常よりも明らか

に高い値を示す場合にも直ちに原因究明を行い、必要に応じて対策を講じる

こととします。  

なお、水質検査の結果に異常があると認められる場合には、直ちに再検査

を実施するものとします。  
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（２）  長期的評価  

管理目標としていくつかの指標項目を定め、検査結果及び評価結果に基づ

きより質の高い水道水の供給を目指して必要な対策を講じていきます。  

 

２）水質検査計画の見直し  

水質検査計画の見直しについては、検査結果や水源状況等多くの要因を分

析したうえで行うものとし、加えて検査の委託先である分析機関や県・近隣

市町をはじめとする各種関係機関との協議事項についても反映させるもの

とします。さらに、利用者である住民の意見・要望等を反映する形で最適な

検査計画が策定できるよう努めていきます。  

 

３）水質検査の精度と信頼性保証  

水道水の安全性・安定性を確保し、住民に信頼される水道水を供給するた

めには、水質検査において精度と信頼性の保証は極めて重要です。よって、

おおい町では検査の委託先である分析機関の精度管理体制を厳しく審査し、

より良い形で水質管理ができるよう努めていきます。  

なお、分析機関が実施する外部及び内部精度管理は以下のとおりです。  

 

・  外部精度管理（外部の団体が分析機関に対して行う検査精度のチェック） 

厚生労働省が実施するもの〈年 1 回〉  

全国給水衛生検査協会が実施するもの〈年 1 回〉  

・  内部精度管理（分析機関が内部で自主的に行う検査精度のチェック）  

自主検査〈年 4 回〉  

 

４）  関係者との連携  

（１）  県との連携  

原水及び水道水の事故が発生した場合は、県管轄機関等と連携し、情報交

換を行いながら迅速かつ適切な対応に努めます。  

（２）  近隣市町との連携  

非常時においても、良質の水を確保し、給水できるよう、近隣の市町と連

携し、情報のさらなる共有化・即時化を図るとともに、相互の協力体制等に

ついてもより一層充実させていきます。  

（３）  水質検査の委託先である分析機関との連携  

水質に関する高度な専門知識とノウハウを有する分析機関から得るもの

は大きく、また非常時に即時対応できるような体制を確立するためにも分析

機関との連携は最も重要であるとも言えます。今後とも委託内容や精度管理

を十分に精査するとともに、連絡体制を密にしてより良い形で水質管理がで

きるよう努めていきます。  
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別表１  水質検査予定表  

 

 施 設 名 種　別 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 １０　月 １１　月 １２　月 １　月 ２　月 ３　月

標 標 精（不可１） 標 標 精（不可１） 標 標 精（不可１） 標 標 精（不可１）

PFOS カビ臭 標（快適） 標（快適）

（指） （指） （ク） （指） （指）

標 標 精（不可２） 標 標 精（不可２） 標 標 精（不可２） 標 標 精（不可２）

PFOS カビ臭 標（快適） 標（快適）

（指） （指） （ク） （指） （指）

標 標 精（不可３） 標 標 精（不可３） 標 標 精（不可３） 標 標 精（不可３）

PFOS カビ臭 標（快適）
精（小車

田）
標（快適）

（指）

標 標 精（不可４） 標 標 精（不可４） 標 標 精（不可４） 標 標 精（不可４）

PFOS カビ臭 標（快適） 標（快適）

（指）

標 標 精（不可６） 標 標 精（不可６） 標 標 精（不可６） 標 標 精（不可６）

PFOS カビ臭 標（快適） 標（快適）

（指）

標 標 精（不可７） 標 標 精（不可７） 標 標 精（不可７） 標 標 精（不可７）

PFOS カビ臭 標（快適） 標（快適）

（指） （指） （指） （指）

（ク）

標 標 精（不可７） 標 標 精（不可７） 標 標 精（不可７） 標 標 精（不可７）

PFOS カビ臭 標（快適） 標（快適）

（指） （指） （ク） （指） （指）

標 標 精（不可５） 標 標 精（不可５） 標 標 精（不可５） 標 標 精（不可５）

PFOS カビ臭 標（快適） 標（快適）

（指） （指） （ク） （指） （指）

標 標 精（不可７） 標 標 精（不可７） 標 標 精（不可７） 標 標 精（不可７）

PFOS カビ臭 標（快適） 標（快適）

（指） （指） （指） （指）

標 標 精（不可７） 標 標 精（不可７） 標 標 精（不可７） 標 標 精（不可７）

PFOS カビ臭 標（快適） 標（快適）

（指） （指） （ク） （指） （指）

標 標 精（不可３） 標 標 精（不可３） 標 標 精（不可３） 標 標 精（不可３）

PFOS カビ臭 標（快適） 標（快適）

（指） （指） （指） （指）

浄　水
大島地区簡易水道施設

原　水
原（双まぜ川）計１箇所

浄　水
本郷地区簡易水道施設

原　水
原（岡田第１．第２水源・大津呂第１．第２．第３・大津呂ダム）計６箇所

佐分利地区簡易水道施
設

　　　　　　（福谷
系）

浄　水

原　水
原（福谷第１．第２．第３．第４．第５水源・小車田水源）計６箇所

佐分利地区簡易水道施
設

　　　　　　（川上
系）

浄　水

原　水
原（川上水源）１箇所

東中部地区簡易水道施
設

（東部地区）

浄　水

原　水
原（東部第３、第４）計２箇所

東中部地区簡易水道施
設

（中部地区）

浄　水

原　水
原（中部第１、第２、第３）計３箇所

西部地区簡易水道施設

浄　水

原　水
原（西部第１、第２）計２箇所

犬見地区飲料水供給施設

浄　水

原　水
原（西犬見川）１箇所

大滝地区飲料水供給施
設

浄　水

原　水
原（大滝水源）１箇所

原（木谷水源）１箇所

槙谷地区飲料水供給施設

浄　水

原　水
原（槙谷表流水）１箇所

木谷地区飲料水供給施設

浄　水

原　水
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別表第２ 検査項目 

検査の種類 検  査  項  目 

標 準 検 査 

（9 項目） 

一般細菌、大腸菌、塩化イオン、有機物等（全有機炭素の量）、 

ＰＨ、味、臭気、色度、濁度 

精 密 検 査 

 

（51 項目） 

一般細菌、大腸菌、カドミウム、水銀、セレン、鉛、ヒ素、六価クロム、 

シアン及び塩化シアン、硝酸態及び亜硝酸態窒素、フッ素、ホウ素、四塩化炭素、 

1,4-ジオキサン、シス-1,2-ジクロロエチレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレ

ン、 

ジクロロメタン、テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、ベンゼン、塩素

酸、 

クロロ酢酸、クロロホルム、ジクロロ酢酸、ジブロモクロロメタン、臭素酸、 

総トリハロメタン、トリクロロ酢酸、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム、 

ホルムアルデヒド、亜鉛、アルミニウム、鉄、銅、ナトリウム、マンガン、 

塩化物イオン、硬度（ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等）、蒸発残留物、陰イオン界面活性剤、 

ジェオスミン、2-メチルイソボルネオール、非イオン界面活性剤、フェノール類、 

有機物等（全有機炭素の量）、ＰＨ、味、臭気、色度、濁度、亜硝酸態窒素 

原 水 検 査 

 

（39 項目） 

一般細菌、大腸菌、カドミウム、水銀、セレン、鉛、ヒ素、六価クロム、 

シアン及び塩化シアン、硝酸性及び亜硝酸性窒素、フッ素、ホウ素、四塩化炭素、 

1,4-ジオキサン、シス-1,2-ジクロロエチレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレ

ン、 

ジクロロメタン、テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、ベンゼン、亜鉛、 

アルミニウム、鉄、銅、ナトリウム、マンガン、塩化物イオン、 

硬度（ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等）、蒸発残留物、陰イオン界面活性剤、ジェオスミン、 

2-メチルイソボルネオール、非イオン界面活性剤、フェノール類、 

有機物等（全有機炭素の量）、ＰＨ、臭気、色度、濁度、亜硝酸態窒素 

精密（省略不可）検査 

その１ 

（25 項目） 

大島 

一般細菌、大腸菌、シアン及び塩化シアン、塩素酸、クロロ酢酸、クロロホルム、

ジクロロ酢酸、ジブロモクロロメタン、臭素酸、総トリハロメタン、 

トリクロロ酢酸、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム、ホルムアルデヒド、 

塩化物イオン、有機物等（全有機炭素の量）、ＰＨ、味、臭気、色度、濁度 ２

１ 

 

六価クロム、アルミニウム及びその化合物、硬度（ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等）、 

蒸発残留物 ４ ２５ 
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精密（省略不可）検査 

その２ 

（26 項目） 

本郷 

一般細菌、大腸菌、シアン及び塩化シアン、塩素酸、クロロ酢酸、クロロホルム、

ジクロロ酢酸、ジブロモクロロメタン、臭素酸、総トリハロメタン、 

トリクロロ酢酸、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム、ホルムアルデヒド、 

塩化物イオン、有機物等（全有機炭素の量）、ＰＨ、味、臭気、色度、濁度 ２

１ 

 

アルミニウム及びその化合物、銅、マンガン、硬度（ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等）、 

蒸発残留物 ５ ２６ 

精密（省略不可）検査 

その３ 

（23 項目） 

福谷・木谷 

一般細菌、大腸菌、シアン及び塩化シアン、塩素酸、クロロ酢酸、クロロホルム、

ジクロロ酢酸、ジブロモクロロメタン、臭素酸、総トリハロメタン、 

トリクロロ酢酸、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム、ホルムアルデヒド、 

塩化物イオン、有機物等（全有機炭素の量）、ＰＨ、味、臭気、色度、濁度 ２

１ 

 

硬度（ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等）、蒸発残留物 ２ ２３ 

精密（省略不可）検査 

その４ 

（25 項目） 

川上 

一般細菌、大腸菌、シアン及び塩化シアン、塩素酸、クロロ酢酸、クロロホルム、

ジクロロ酢酸、ジブロモクロロメタン、臭素酸、総トリハロメタン、 

トリクロロ酢酸、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム、ホルムアルデヒド、 

塩化物イオン、有機物等（全有機炭素の量）、ＰＨ、味、臭気、色度、濁度 ２

１ 

 

硝酸態及び亜硝酸態窒素、鉄、硬度（ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等）、蒸発残留物 ４ ２

５ 

精密（省略不可）検査 

その５ 

（26 項目） 

犬見 

一般細菌、大腸菌、シアン及び塩化シアン、塩素酸、クロロ酢酸、クロロホルム、

ジクロロ酢酸、ジブロモクロロメタン、臭素酸、総トリハロメタン、 

トリクロロ酢酸、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム、ホルムアルデヒド、 

塩化物イオン、有機物等（全有機炭素の量）、ＰＨ、味、臭気、色度、濁度 ２

１ 

 

六価クロム、フッ素、アルミニウム及びその化合物、硬度（ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等）、

蒸発残留物 ５ ２６ 

精密（省略不可）検査 

その６ 

（23 項目） 

東部 

一般細菌、大腸菌、シアン及び塩化シアン、塩素酸、クロロ酢酸、クロロホルム、

ジクロロ酢酸、ジブロモクロロメタン、臭素酸、総トリハロメタン、 

トリクロロ酢酸、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム、ホルムアルデヒド、 

塩化物イオン、有機物等（全有機炭素の量）、ＰＨ、味、臭気、色度、濁度 ２

１ 

 

鉄、蒸発残留物 ２ ２３ 
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精密（省略不可）検査 

その７ 

（22 項目） 

中部・西部 

大滝・槇谷 

一般細菌、大腸菌、シアン及び塩化シアン、塩素酸、クロロ酢酸、クロロホルム、

ジクロロ酢酸、ジブロモクロロメタン、臭素酸、総トリハロメタン、 

トリクロロ酢酸、ブロモジクロロメタン、ブロモホルム、ホルムアルデヒド、 

塩化物イオン、有機物等（全有機炭素の量）、ＰＨ、味、臭気、色度、濁度 ２

１ 

 

蒸発残留物 １ ２２ 

クリプトスポリジウム

の指標菌項目検査 

（2 項目） 

大腸菌（E．ｃｏｌｉ）、嫌気性芽胞菌 

クリプトスポリジウム 

検査 

（2 項目） 

クリプトスポリジウム、ジアルジア 

標準（快適基準）検査 

（5 項目） 

カルシウム・マグネシウム等（硬度）、遊離炭酸、有機物（過マンガン酸カリウ

ム消費量）、臭気強度、蒸発残留物 

標準（追加項目）検査 

（13 項目） 

一般細菌、大腸菌、硝酸態及び亜硝酸態窒素、鉄、塩化物イオン、 

硬度（ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等）、蒸発残留物、有機物等（全有機炭素の量）、 

ＰＨ、味、臭気、色度、濁度 

カビ臭による 

指標項目検査 

（2 項目） 

ジェオスミン、2-メチルイソボルネオール 

PFOS及びPFOA検査 

（1 項目） 
PFOS 及び PFOA 
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別表３  水質検査項目  

 

№ 水質基準項目 基準値 № 水質基準項目 基準値

1 一般細菌 100個/ml以下 31 ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ 0.09mg/L以下

2 大腸菌 検出されないこと 32 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 0.08mg/L以下

3 ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物 0.003mg/L以下 33 亜鉛及びその化合物 1.0mg/L以下

4 水銀及びその化合物 0.0005mg/L以下 34 ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びその化合物 0.2mg/L以下

5 ｾﾚﾝ及びその化合物 0.01mg/L以下 35 鉄及びその化合物 0.3mg/L以下

6 鉛及びその化合物 0.01mg/L以下 36 銅及びその化合物 1.0mg/L以下

7 ﾋ素及びその化合物 0.01mg/L以下 37 ﾅﾄﾘｳﾑ及びその化合物 200mg/L以下

8 六価ｸﾛﾑ化合物 0.02mg/L以下 38 ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物 0.05mg/L以下

9 亜硝酸態窒素 0.04mg/L以下 39 塩化物ｲｵﾝ 200mg/L以下

10 ｼｱﾝ化物ｲｵﾝ及び塩化ｼｱﾝ 0.01mg/L以下 40 ｶﾙｼｳﾑ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 300mg/L以下

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/L以下 41 蒸発残留物 500mg/L以下

12 ﾌｯ素及びその化合物 0.8mg/L以下 42 陰ｲｵﾝ界面活性剤 0.2mg/L以下

13 ﾎｳ素及びその化合物 1.0mg/L以下 43 ｼﾞｪｵｽﾐﾝ 0.00001mg/L以下

14 四塩化炭素 0.002mg/L以下 44 2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ 0.00001mg/L以下

15 1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.05mg/L以下 45 非ｲｵﾝ界面活性剤 0.02mg/L以下

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及び 46 ﾌｪﾉｰﾙ類 0.005mg/L以下

ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 47 有機物(全有機炭素(TOC)の量) 3mg/L以下

17 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 0.02mg/L以下 48 pH値 5.8以上8.6以下

18 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.01mg/L以下 49 味 異常でないこと

19 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.01mg/L以下 50 臭気 異常でないこと

20 PFOS及びPFOA 0.00005mg/L以下 51 色度 5度以下

21 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 0.01mg/L以下 52 濁度 2度以下

22 塩素酸 0.6mg/L以下

23 ｸﾛﾛ酢酸 0.02mg/L以下

24 ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 0.06mg/L以下

25 ｼﾞｸﾛﾛ酢酸 0.03mg/L以下

26 ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ 0.1mg/L以下

27 臭素酸 0.01mg/L以下

28 総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ 0.1mg/L以下

29 ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸 0.03mg/L以下

30 ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 0.03mg/L以下

 糞便による汚染の指標菌検査項目（原水）

№ 水質基準項目 目標値 № 水質基準項目 目標値

10mg/L以上 1 大腸菌 不検出

100㎎/L以下 2 嫌気性芽胞菌 不検出

19 遊離炭酸 20mg/L以下

有機物等

（過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ消費量）

23 臭気強度（TON） 3以下 № 水質基準項目 目標値

30mg/L以上 1 クリプトスポリジウム 不検出

200mg/L以下 2 ジアルジア 不検出

22 3mg/L以下
 クリプトスポリジウム等検査項目（原水）

24 蒸発残留物

16 0.04mg/L以下

 水質基準項目

 水質管理目標設定項目　

17 ｶﾙｼｳﾑ・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度）

 

 

 


